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話題
街にひろう

受章おめでとうございます
　長年にわたり、社会のために尽力した叙勲などの受章者が発表され、

市内では次の方々が受章しました。皆さん、受章おめでとうございます。

※今回、市内で叙勲を受章された方は

21人いらっしゃいますが、掲載の許可

をいただいた方のみ掲載しています。

第
23
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

＊
瑞
宝
中
綬
章

清
水　

實
嗣
さ
ん

（
元　
（
独
）
農
業
・
生
物
系
特
定

産
業
技
術
研
究
機
構

動
物
衛
生
研
究
所
長
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

宮
本　

武
人
さ
ん

（
元　

日
本
橋
郵
便
局
長
）

＊
瑞
宝
小
綬
章佐

藤　

眞
士
さ
ん

（
元　

工
業
技
術
院
物
質
工
学
工
業

技
術
研
究
所
統
括
研
究
調
査
官
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

山
本　

清
さ
ん

（
元　

特
許
庁
審
査
業
務
部

出
願
支
援
課
長
）

＊
瑞
宝
双
光
章

松
嶋　

成
佳
さ
ん

（
元　

国
土
地
理
院
主
任
監
査
官
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

光
田　

敦
さ
ん

（
元　

特
許
庁
審
判
部
審
判
長
）

＊
瑞
宝
単
光
章

倉
澤　

和
雄
さ
ん

（
元　

各
種
統
計
調
査
員
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

中
山　

和
郎
さ
ん

（
元　

工
業
技
術
院
物
質
工
学
工

業
技
術
研
究
所
首
席
研
究
官
）

＊
瑞
宝
双
光
章

沖
野
谷　

徹
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
視
）

＊
瑞
宝
双
光
章

初
田　

明
夫
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
監
）

 

＊
瑞
宝
単
光
章

新
居　

祥
夫
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

北
原　

政
之
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

松
本　

昭
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

 

＊
瑞
宝
単
光
章

岩
崎　

哲
治
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
補
）

　

＊
瑞
宝
単
光
章

小
西　

政
則
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

戸
舘　

善
敬
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

和
田　

義
信
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
視
）

＊
瑞
宝
双
光
章

長
澤　

孝
文
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
視
）

＊
瑞
宝
単
光
章

篠
原　

正
三
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
司
令
）

平
成
26
年 

秋
の
叙
勲
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12
月
２
日
、
阿
見
町
吉
原
地
内
の
県

道
竜
ヶ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
の
供
用
が

開
始
さ
れ
、
開
通
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
バ
イ
パ
ス
は
牛
久
市
久
野
町
地
内

と
阿
見
町
島
津
地
内
を
結
ぶ
主
要
幹
線

道
路
で
あ
り
、
開
通
に
よ
り
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
の
阿
見
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
が
向
上
し
、
周
辺
道

路
の
渋
滞
緩
和
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

式
典
に
は
、
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
や
阿

見
町
な
ど
の
関
係
者
約
70
人
が
出
席
し
、

牛
久
市
か
ら
は
野
口
憲
副
市
長
と
山
越

守
市
議
会
議
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

竜
ヶ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
開
通

～
圏
央
道
へ
接
続
強
化
～

開通を記念し、テープカットが行われました

　

11
月
29
日
、
約
12
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

飾
で
牛
久
駅
周
辺
を
彩
る「
ブ
リ
ア
ン
ト

ヴ
ィ
ル
う
し
く
」の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
恒
例
と
な
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
９
回
目
。
式
典

で
は
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ

ル
演
奏
が
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
の
皆
さ
ん
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
中
、
池
辺
勝
幸
市

長
ら
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
、
電
飾
を
点
灯
。
市
内
在
住

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
り
制
作
さ
れ
た

巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
ハ
ー
ト
の

形
を
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
火

が
灯
も
り
ま
し
た
。

　

今
年
は「
輝
き
の
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
」を

テ
ー
マ
に
、
50
本
の
光
の
柱
が
飾
ら
れ

冬
を
彩
る
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ンる

な
ど
、
見
物
者
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
は
約
１
カ

月
か
け
て
、
市
内
の「
知
的
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
わ
く
わ
く
」の
障
が
い
者
が
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
に
協
力
し
た

り
、
電
源
に
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た

り
す
る
な
ど
、
人
や
環
境
に
も
優
し
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
月
15
日

ま
で
の
毎
日
、
午
後
４
時
か
ら
午
前
１

時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

牛
久
の
菊
・
名
称
決
定

牛久の太陽
（黄色）

松下勝司さん、柏敏雄さん、

中山安代さん（ともに牛久市）命名

牛久の雅
（ピンク色）

首藤照美さん

（稲敷市）命名

牛久の希望
（紫と白色）

腰替京子さん

（牛久市）命名

　

11
月
に
開
催
し
た「
第
５
回
う
し
く

菊
ま
つ
り
」会
場
で
募
集
し
た
３
種
類
の

菊
の
新
品
種
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
57
通
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の

は
、
左
記
の
名
称
で
す
。

1

2

3

1. 牛久駅西口イズミヤ横に設置されたツリー

2. ガールスカウトによるハンドベルの演奏

3. 牛久第一中学校混声合唱団による合唱
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第
３
回
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
見
本
市

　

11
月
16
日
、
牛
久
運
動
公
園
体
育
館

で「
第
３
回
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
見
本

市
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
体
力
テ
ス
ト
や
口
腔
が

ん
検
診
な
ど
体
の
健
康
度
を
測
っ
た

り
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
に

よ
る
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」に
は
自

分
の
血
管
年
齢
や
脳
年
齢
を
測
ろ
う
と

多
く
の
方
が
列
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど

も
と
一
緒
に
参
加
し
た
男
性
は「
近
所

な
の
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
に
来
た
。
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
助
か
り
ま

す
。
子
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
以
外
に
も
健

康
コ
ー
ナ
ー
に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

来場者も座ってストレッチ体操！

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
甲
子
園

　

11
月
23
日
、「
第
11
回
牛
久
か
っ
ぱ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
、
全

国
の
強
豪
32
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
い
闘
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
平
成
24
年
か
ら
市
所

有
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
地

域
女
性
団
体
に
よ
る
地
元
野
菜
と
味
噌

を
使
っ
た「
か
っ
ぱ
汁
」の
無
料
配
布
や

物
産
展
も
同
時
開
催
す
る
ほ
か
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室

な
ど
、
参
加
型
の
催
し
物
も
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
し
た「
牛
久

ト
ラ
イ
ズ
」
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
能
登

鉄
真
さ
ん（
岡
田
小
学
校
６
年
生
）
は

「
ボ
ー
ル
を
良
く
見
て
プ
レ
ー
し
て
大

差
で
勝
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

地元から出場！「牛久トライズ」

安
全
・
安
心
で

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
！

　

11
月
29
日
、
牛
久
市
役
所
会
議
室
で

「
交
通
安
全
・
防
犯
・
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
力
作
に「
市
長
賞
」、「
警

察
署
長
賞
」な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
防

犯
ポ
ス
タ
ー
小
学
生
の
部
で「
市
長
賞
」

と
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
で「
教
育
長

賞
」を
受
賞
し
た
向
台
小
学
校
の
中
島
義

真
さ
ん
は「
２
つ
受
賞
で
き
て
嬉
し
い
。

努
力
し
て
良
か
っ
た
」と
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
作
品
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
、
作
文
集
な

ど
に
し
て
、
交
通
安
全
や
防
犯
な
ど
の

啓
発
活
動
に
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

池辺市長などから表彰を受ける子どもたち

第
20
回
記
念
う
し
く
現
代
美
術
展

　

11
月
16
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
第
20
回

記
念
う
し
く
現
代
美
術
展
‐
20
年
目
の

脈
動
‐
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

美
術
展
は
作
家
・
市
民
・
行
政
が
連
携

を
と
り
、
芸
術
振
興
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
記
念
企
画
と
し
て
実
施
さ
れ

た「
ナ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、

石
彫
作
品
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
や
音
楽
家
に
よ
る
展
示
会

場
で
の
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
、
一
夜
限
り

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
」

で
は
出
品
作
家
が
制
作
し
た
小
品
を
展

示
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を

来
場
者
用
車
椅
子
と
し
て
寄
贈
す
る
予

定
で
い
ま
す
。

スペシャルイベントとして実施さ

れた音楽家によるライブ演奏
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地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝

　

11
月
15
日
、
牛
久
小
学
校
体
育
館
で

「
牛
久
っ
子
オ
ー
ル
感
謝
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
学

習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
意
欲
を
高

め
、
文
化
や
芸
術
に
親
し
む
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の

方
々
の
紹
介
に
続
き
ス
ラ
イ
ド
を
上

映
。
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
歌
や
楽
器

演
奏
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
午
後
は
、

牛
久
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
児
童
た
ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
み
ん
な
立
ち
上
が
り
、
体
を
動

か
し
な
が
ら
元
気
に
踊
り
ま
し
た
。

小
川
芋
銭
検
定 

牛
久
三
中
編

　

11
月
18
日
、
牛
久
第
三
中
学
校
１

年
生
１
５
９
人
の
皆
さ
ん
が「
小
川
芋

銭
検
定 

牛
久
三
中
編
」を
受
験
し
ま
し

た
。「
小
川
芋
銭
検
定
」
は
、
市
ゆ
か
り

の
日
本
画
家
・
小
川
芋
銭
を
深
く
知
り
、

郷
土
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
20
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
生
徒
た
ち
は「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
中
で
郷
土
の
偉
人
で
あ

る
小
川
芋
銭
の
人
生
や
作
品
に
つ
い
て

学
び
、
初
め
て
行
わ
れ
る「
小
川
芋
銭

検
定 

牛
久
三
中
編
」の
受
験
に
臨
み
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
検
定
の
た
め
の

講
座
や
小
川
芋
銭
検
定
の
過
去
問
題
を

通
し
て
勉
強
し
て
き
た
の
で
、
試
験
当

日
は
自
信
を
持
っ
て
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

学習の成果を発揮する生徒たち

親
睦
を
深
め
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

11
月
27
日
、
小
坂
団
地
区
民
会
館
で

小
坂
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
三
宅
幸
夫

会
長
）の
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
定

例
会
や
日
帰
り
バ
ス
研
修
旅
行
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
親

睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、誕
生
月
で
あ
る
方
の
紹
介
や「
自

由
発
言
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
ほ
か
に
、

牛
久
市
出
前
講
座「
広
報
紙
が
で
き
る

ま
で
」
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
宅
会
長
は「
普
段
か
ら
繋
が
り
を

も
っ
て
孤
独
死
を
防
い
だ
り
、
皆
が
健

康
で
あ
る
た
め
に
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出前講座を熱心に聞くメンバー

思わず立ち上がって踊る児童たち

み
ん
な
で
そ
ば
が
き
を
堪
能

　

11
月
23
日
、
奥
野
小
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
で「
秋
そ
ば
収
穫
祭
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
奥
野
小
地
区
社
協

事
務
所（
旧
中
央
保
育
園
）
で
実
施
さ

れ
、
今
年
で
３
回
目
。
そ
ば
は
、
奥
野

農
業
体
験
広
場「
ゆ
め
」の
そ
ば
畑
約
６

反
歩
で
育
て
ら
れ
た
も
の
で
、
８
月
に

種
を
撒
き
、10
月
に
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
育
て
た
そ
ば
を
利
用
し
て

作
ら
れ
た
そ
ば
が
き
け
ん
ち
ん
汁
が
５

０
０
人
分
無
料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
学
４
年
生
の
男
児
は「
今
年

初
め
て
収
穫
祭
に
参
加
し
た
。
食
べ
物
や

遊
び
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
。
そ
ば
が
き
を
食
べ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
来
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。そばがきけんちん汁は参加者に大好評
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歳
末
た
す
け
あ
い
托
鉢

　

12
月
２
日
、
牛
久
市
仏
教
会
に
よ
る

托
鉢
行
脚
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
道
６

号
や
牛
久
駅
な
ど
を
歩
い
た
一
行
は
、

最
後
に
牛
久
市
役
所
へ
到
着
。
市
役
所

内
で
は
、
各
フ
ロ
ア
ー
を
回
っ
て
寄
付

を
募
り
、
市
職
員
や
来
庁
者
が
募
金
の

協
力
を
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

の
募
金
30
万
２
７
２
９
円
は
、
牛
久
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
低
所
得

者
や
75
歳
以
上
の
独
居
者
な
ど
の
支
援

に
使
わ
れ
ま
す
。

寄せられた善意を手渡す牛久市仏教会の皆さん

県
勢
発
展
の
功
績
者
表
彰

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
13
日
、
茨
城
県
庁
で
開
か
れ
た「
平
成
26
年

度
茨
城
県
表
彰
式
」で
市
内
在
住
の
薬
剤
師
・
根
本

清
美
氏（
茨
城
県
薬
剤
師
会
会
長
）
に
、
茨
城
県
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た（
下
写
真
）。

　

茨
城
県
薬
剤
師
会
の
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
茨
城
県
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

保健衛生の向上に貢献された根本さん

茨
城
県
知
事
表
彰

　

11
月
21
日
、
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
が「
茨
城
県
知
事
表
彰
」の
報
告
の

た
め
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
関

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
10
年
以
上

に
わ
た
り
率
先
し
て
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
月
１
回「
子
育
て
サ
ロ
ン
」や

「
下
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
、

子
育
て
世
代
や
地
域
住
民
の
交
流
な
ど

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
元
気
教
室
」
や

「
防
災
探
検
隊
」な
ど
福
祉
活
動
へ
も
協

力
。
朝
夕
に
は
小
学
生
の
見
守
り
パ
ト

ロ
ー
ル
も
行
う
な
ど
、
現
在
も
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

下
根
中
学
校
か
ら
表
敬
訪
問

　

11
月
14
日
、
下
根
中
学
校
の
岩
田
博

校
長
が「
平
成
26
年
度
い
ば
ら
き
理
科

教
育
振
興
事
業
」
で
茨
城
県
知
事
表
彰

の
報
告
を
す
る
た
め
、
市
役
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。
同
校
は
理
科
教
育
の
推
進

に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
顕
著
な
実
績

を
収
め
た
た
め
、
県
知
事
か
ら
表
彰
状

と
賞
賜
金
１
０
０
万
円
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た「
第

45
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競

技
大
会
」
の
中
学
２
年
女
子
の
部
１
０

０
ｍ
で
全
国
３
位
に
な
っ
た
小
倉
梨
央

さ
ん
も
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
小
倉
さ

ん
は「
昨
年
は
予
選
落
ち
で
悔
し
か
っ

た
が
、
今
回
は
３
位
に
な
れ
て
う
れ
し

い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表敬訪問した下町ボランティア委員会

表敬訪問した岩田校長（右写真の左）と小倉梨央さん（左写真中央）
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第40回行政区対抗パパさん野球大会
＜10月5日～11月2日、16行政区参加＞

順　位 行政区名
優　勝 刈谷行政区
準優勝 上町行政区
第３位 小坂団地行政区、上池台、第8岡見連合

優
勝
し
た
刈
谷
行
政
区

「第20回関東古希野球大会」
牛久ゴ－ルデンボ－イズが優勝

　11月11日から13日にかけて、水戸市民球場ほ

かで「第20回関東古希野球大会」が開催されまし

た。牛久ゴ－ルデンボ－イズは、決勝戦で日立球

友（茨城県）に4対3で勝利し、見事優勝しました。

平成26年度牛久市民硬式テニスダブルス大会結果
＜11月3日、牛久運動公園サンシャインテニスコート＞

部　門 優　勝 準優勝

男子ダブルス
1位・2位トーナメント 田村 奨悟・鹿志村 尚 中村 賢二・日置 豊
3位・4位トーナメント 本名 将之・吉田 敏也

男子シニアダブルス
1位・2位トーナメント 今野 薫・鱧永 孝博 泉田 昌之・川畑 広文
3位・4位トーナメント 海老澤 満・岸川 典昭

女子ダブルス
1位・2位トーナメント 名畑 美和・張 藍 小松 恵美子・中澤 守代
3位・4位トーナメント 平元 涼子・鈴木 泰子

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　

11
月
25
日
、（
一
社
）
竜
ケ
崎
法
人
会

（
細
谷
典
幸
会
長
）か
ら
池
辺
勝
幸
市
長

に「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
厳
し
い
経
営
実
態
を

踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る

税
制
措
置
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、
牛
久
市
商
工
会
女
性
部

か
ら
池
辺
勝
幸
市
長
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
と
し
て「
う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ
ワ

イ
ま
つ
り
」
の
バ
ザ
ー
収
益
金
３
万
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は

市
の
目
指
す「
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

竜ケ崎法人会の皆さん

幼
稚
園
生
が
感
謝
の
気
持
ち

　

牛
久
幼
稚
園
の
児
童
34
人
が
交
通
安
全
教
化
員
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
の
手
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
手
渡
し
た

園
児
た
ち
は「
い
つ
も
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
た
。
交
通
安
全
教
化
員
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
道
路
を
歩
く
と
き
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
手
を

繋
い
で
歩
い
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

牛久市商工会女性部の皆さん
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

コ
ー
ナ
ー

大
空
や
雁
並
び
飛
ぶ
お
正
月

田
宮　

岡
村
さ
ん

金
婚
式
喜
び
の
日
や
菊
香
る

下
根
町　

菅
原
さ
ん

此
の
秋
は
天
気
景
気
が
不
安
定

神
谷　

加
藤
さ
ん

寒
い
空
雪
が
ち
ら
つ
く
針
仕
事

小
坂
町　

桜
井
さ
ん

水
澄
む
や
体
い
と
へ
と
お
の
が
影

結
束
町　

髙
嶋
さ
ん

美
し
く
凍
て
つ
く
空
の
月
あ
か
り

中
央　

い
し
な
べ
雪
風

年
末
は
振
込
詐
欺
に
注
意
し
よ
う

さ
く
ら
台　

月
田
さ
ん

山
茶
花
や
手
の
温
も
り
を
親
子
連
れ

小
坂
町　

塚
本
さ
ん

い
そ
い
そ
と
良
い
年
向
え
希
望
も
ち

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

ツ
リ
ー
へ
の
飾
り
と
拾
う
松
ぼ
っ
く
り

神
谷　

小
杉
さ
ん

七
五
三
ち
ょ
っ
と
お
す
ま
し
は
れ
す
が
た

中
央　

ば
ー
ば

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラストや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便り

には住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希望の方は、その旨記入してください。ペンネーム

も OK です。紙面の都合上、全てを掲載できない場合がありますが、今後もお便りをお待ちしています。

【あて先】　〒300-1292　牛久市中央3-15-1 「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　　 E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

花で心豊かに！ふれあい美花市民の会
　ふれあい美花市民の会では、心豊か

な潤いのある活気に満ちた「美しい地

域づくり街づくり」を目指して、市内

24団体と幼稚園・小学校・中学校が一

体となり毎年積極的に活動しており、

地域では、花づくりを通しての三世代

の交流も盛んです。

　また、会では「牛久市花いっぱい運

動コンクール」の開催や、花の知識・

栽培技術の向上を図るための視察研修

会、春の活動に向けての講習会等も開

催しています。さらに、大好きいばら

き県民会議主催の「花と緑の環境美化

コンクール」にも毎年参加しています。

　　～新規団体随時募集中！～

問　市中央生涯学習センター☎871-2301

「第42回花と緑の環境美化コンクール」審査結果

賞　名 部　門 団体名

茨城県花き

園芸協会長賞

フラワーロードの部 かみや緑の里親元気クラブ

地域の部 刈谷地区自治会

「第25回牛久市花いっぱい運動コンクール」審査結果

賞　名 ロード ･ 地域団体の部 学校の部
会長賞 むつみ区民会 中根小学校
特別賞 第八岡見カトレアの会 牛久南中学校

努力賞

栄西シニアクラブ栄寿会

かみや緑の里親元気クラブ

刈谷地区自治会

第一幼稚園

向台小学校

神谷小学校

牛久第二中学校

下根中学校

敢闘賞
女化西区

柏田台自治会
ひたち野うしく小学校

※上記審査結果は、市ホームページでも写真入りで紹介しています。


